
【ヒアリングの進め方】 所要時間 55分
〇 各団体からのヒアリング 40分：20分（団体からの説明15分、委員からの質問５分）×２
〇 団体を交えて意見交換 15分

【主なヒアリング内容】

＜当事者団体として＞
〇 会員の状況
〇 必要な支援（不足していると思う支援）

＜支援する立場として＞
〇 支援内容と支援を行う上での課題
〇 今後取り組みたいと考えていること（新規・拡充事項）
〇 関係機関（行政、民間団体等）との連携状況

＜東京都ひとり親家庭支援センタ―運営業務受託者として＞
〇 利用者の状況
〇 事業内容のうち、効果的だと感じるもと効果が薄いと感じるもの
〇 運営にあたり工夫している点
〇 追加で実施したほうが良いと考える事業

母子・父子福祉団体ヒアリングについて

団体名 出席者 団体の概要

公益財団法人
東京都ひとり親家庭
福祉協議会

事務局長 小林 秀樹 氏
鈴木 寧々 氏
佐野 悦子 氏

・東京都内のひとり親家庭及び寡婦の自立精神の確立をはかり、相互扶助と共同の
福祉推進に努め、健全なる家庭生活をもたらすことを目的とする公益団体

・多摩地域における東京都ひとり親家庭支援センター運営業務受託（令和２年度~）

NPO法人
しんぐるまざあず・
ふぉーらむ

理事長 赤石 千衣子 氏
石井 敬子 氏

・1980年に任意団体として発足し、その後活動範囲や事業を広げ、2002年にNPO
法人になった当事者中心の支援団体

・東京都ひとり親家庭支援センター運営業務受託（令和３年度~）
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